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FD研修叛告

■ 研修の概要

学生のノ ー トパ ‘ノコン必携化の実現をふまえ、 積極的なICTツ ー ル活用による教育の質的向上が期

待される。今回の研修ては、 「ICTを利用したアクティブラ ー ニングの実施」と題して、MoodieやMiro,

NotionといったICTツ ー ル活用の実践例を紹介し、 アクティブラ ー ニング、 事前・事後学修などへの

さらなる応用を模索した。 教員のICTツ ー ル活用への意識向上が期待される。

■ 実施結果

本研修の参加者数は238名てあった。 コロナ禍を経て、 MoodieやTeamsなどが大学教育活動に積極

的にとりいれられるようになったこともあり、 本研修に対する関心はたいへん強かったと思われる。ア

ンケ ー ト結果を見ると、 「非常に参考になった」 「参考になった」の割合が8割を超えており、 北方・ひ

びきのを問わず、ICTツ ー ルの活用に積極的な教員が多いことが伺える。本研修には一 定の成果があっ

たといえよう。今回は、 事前に作成いただいた研修動画をオンデマンド配信し、 研修を実施した。講師

の先生には負担をおかけしたが、通信障害などによる中断の心配がなく、 質の高い研修内容が実現てき

たと思われる。 今後、 こうした実施形式の可能性も探っていきたいところてある。





FD研修叛告

建築デザイン学科 6名

環境生命工学科 4 名

環境技術研究所 1 名

その他（学長、 特任教員） 7名

■研修の概要

急速に進歩した ChatGPT 等の生成 AI への対応は、 本学の教育活動にとっても喫緊の課題てある。 本研

修は、 生成 AI の原理、 現状、 教育活動における注意事項、 有益な利用方法を教員全体て共有することを

目的とした。 既に、 ひびきのキャンパスては、 中武先生による生成 AI に関する研修が実施されていたた

め、 ひびきのキャンパス所属教員は任意参加とし、 北方キャンパス所属教員を必修参加とした（本研修

は、 中武先生研修とあわせて、 全学研修として位置づけられる）。研修ては、 まず、 生成 AI の原理から発

生する限界や課題について説明がなされ、 生成 AI の出力が指示（プロンプト）の質によって左右される

ことや、 事実と異なる可能性（いわゆるハルシネ ー ション）などがわかりやすく説明された。また、 さま

ざまな利用例が具体的に示され、 出力を提案として扱うことや試行錯誤を行うことなどの重要性 が説明

された。

■実施結果

Teamsライブイベントを利用した、 学外の講師によるリアルタイム配信は、 滞りなく円滑に実施され

た。本研修の参加者数は1q1名てあり、関心の強さが伺えた。任意参加てあるひびきのキャンパスから

も多数の参加があった。研修終了後のアンケ ー トの
「
今後の教育活動の参考になりましたか」という質

問に対しては、
「
非常に参考になった」

「
参考になった」とする回答があわせて8割以上となっており、

一定の意義のある研修となったことが推察される。自由記述欄のコメントては、より実践的な利用方法

を求める意見も見受けられた。 引き続き、 生成 AI に関する FD 研修の実施を検討したい。

















































































FD委貢会について

(3)委員構成

2023年度のFD委員会は委員長1名、副委員長1名、委員16名、アドバイザー1名て構成される。

役 割

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員
アドバイザー

氏 名

後藤 宇生

狭間 直樹

寺田 真 一郎
胡 玉華

李 東俊

魏 芳

市原 勇 一

渡瀬 淳子

柴原 健太郎

和泉澤 千恵

黒石 啓太

寺田 千栄子

孫 連明

白石 靖幸

高木 駿
マ ー フィ ー ロバート

池田 隆介

松田 憲

上月 翔太

所 属 職 名

経済学部経済学科 教 授

法学部政策科学科 教 授

外国語学部英米学科 教 授

外国語学部中国学科 教 授

外国語学部国際関係学科 准教授

経済学部経済学科 教 授

経済学部経営情報学科 准教授

文学部比較文化学科・社会システム研究科 教 授

文学部人間関係学科 准教授

法学部法律学科 准教授

法学部政策科学科 准教授

基盤教育センタ ー （地域創生学群） 准教授

国際環境工学部情報システム工学科 教 授

国際環境工学部建築デザイン学科 教 授

基盤教育センタ ー 准教授
基盤教育センタ ー 准教授

基盤教育センタ ー （ひびきの分室） 教 授
マネジメント研究科 教 授

FDアドバイザー 講 師
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